
＊2 被保険者（保険の対象となる方）以外の医師が必要であると認め、被保険者以外の医師が行う治療をいいます。
＊3 自宅等での治療＊2が困難なため、病院または診療所に入り、常に医師の管理下において治療に専念することをいいます。

スポーツ・レジャー保険　補償項目のご説明
※�ケガを被ったとき既に存在していた身体の障害または病気の影響によって、ケガの程度が重大となった場合、当社は、

その影響がなかったときに相当する金額をお支払いします。
※�ケガには、有毒ガスまたは有毒物質による急性中毒、細菌性食中毒およびウイルス性食中毒を含みます。なお、職業病、

テニス肩のような急激性、偶然性、外来性のいずれかまたはすべてを欠くケースについては、保険金お支払いの対象
となりませんのでご注意ください。

保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いしない主な場合

傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害

死亡保険金 スポーツ・レジャー中の急激か
つ偶然な外来の事故によりケ
ガをされ、その直接の結果とし
て、事故の発生の日からその日
を含めて180日以内に死亡され
た場合（事故によりただちに死
亡された場合を含みます。）

死亡・後遺障害保険金額の全額をお
支払いします。
※�既に支払った後遺障害保険金があ
る場合は、死亡・後遺障害保険金
額から既に支払った金額を控除し
た残額をお支払いします。

●�ご契約者、被保険者（保険の対象
となる方）の故意または重大な過
失によるケガ

●�保険金受取人の故意または重大な
過失によるケガ（その方が受け取
るべき金額部分）

●�けんかや自殺行為・犯罪行為によ
るケガ

●�無免許運転、酒気帯び運転、麻薬
等を使用しての運転中に生じた事
故によるケガ

●�脳疾患、疾病、心神喪失によるケ
ガ

●�妊娠、出産、早産、流産によるケ
ガ

●�外科的手術その他の医療処置（保
険金が支払われるケガを治療する
場合を除きます。）によるケガ

●�地震もしくは噴火またはこれらに
よる津波によるケガ

●�戦争、外国の武力行使、革命、政
権奪取、内乱、武装反乱その他こ
れらに類似の事変または暴動によ
るケガ＊5

●�核燃料物質の有害な特性等による
事故によるケガ

●�ピッケル・アイゼン等の登山用具
を使用する山岳登はん、職務以外
での航空機操縦、ボブスレー、ス
カイダイビング、ハンググライダー
搭乗等の危険な運動中のケガ

●�自動車等の乗用具を用いて競技・
試運転・競技場でのフリー走行等
を行っている間のケガ

●�むちうち症、腰痛その他の症状で
医学的他覚所見のないもの

等
＊5 �「戦争危険等免責に関する一部修

正特約」がセットされているた
め、テロ行為によるケガはお支
払いの対象となります。

後 遺 障 害
保 険 金

スポーツ・レジャー中の急激か
つ偶然な外来の事故によりケ
ガをされ、その直接の結果とし
て、事故の発生の日からその日
を含めて180日以内に後遺障害
＊1が生じた場合
＊1 �治療＊2の効果が医学上期

待できない状態であって、
被保険者（保険の対象とな
る方）の身体に残された症
状が将来においても回復で
きない機能の重大な障害に
至ったものまたは身体の一
部の欠損をいいます。

後遺障害＊1の程度に応じ、死亡・後
遺障害保険金額に4％～100％の割合
を乗じた額をお支払いします。
※�保険期間（保険のご契約期間）を
通じ合算して死亡・後遺障害保険
金額が限度となります。

入院保険金 スポーツ・レジャー中の急激か
つ偶然な外来の事故によりケ
ガをされ、その直接の結果とし
て、入院＊3された場合

入院保険金日額に入院＊3した日数（実
日数）を乗じた額をお支払いします。
※�事故の発生の日からその日を含め
て180日（支払対象日数）を経過し
た後の入院＊3に対しては、入院保
険金はお支払いできません。

※�支払対象となる「入院日数」は、
180日（支払限度日数）を限度とし
ます。

※�入院保険金の支払を受けられる期
間中にさらに入院保険金の支払原
因となるケガをされた場合におい
ても、重複しては入院保険金を支
払いません。

手術保険金 スポーツ・レジャー中の急激か
つ偶然な外来の事故によりケガ
をされ、事故の発生の日からそ
の日を含めて180日以内に病院
または診療所において、その治
療＊2を直接の目的として手術
＊4を受けられた場合
＊4 �次のいずれかに該当する診

療行為をいいます。

入院保険金日額に次の倍率を乗じた
額をお支払いします。
① 入院中に受けた手術＊4 10倍
② 上記以外の手術＊4  5倍

※�1事故に基づくケガに対して上記①
②の両方の手術＊4を受けた場合に
は、10倍となります。

※�1事故に基づくケガについて、1回
の手術＊4に限ります。
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保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いしない主な場合

傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害

手術保険金 　　①�公的医療保険制度におけ
る医科診療報酬点数表
に、手術料の算定対象と
して列挙されている手術

　　　※�傷の処置や抜歯等お支
払いの対象外の手術が
あります。

　　②�先進医療＊1に該当する
所定の手術

＊1 �「先進医療」とは、公的医
療保険制度に定められる評
価療養のうち、厚生労働大�
臣が定める先進医療（先進�
医療ごとに厚生労働大臣が�
定める施設基準に適合する�
病院または診療所におい
て行われるものに限りま
す。）をいいます（詳細に
ついては厚生労働省のホー
ムページをご参照くださ
い。）。なお、療養を受けた
日現在、公的医療保険制度
の給付対象になっている療
養は先進医療とはみなされ
ません（保険期間中に対象
となる先進医療は変動する
可能性があります。）。

P.1　記載のとおり。 P.1　記載のとおり。

賠 償 責 任
保 険 金

スポーツ・レジャー中の偶然な
事故により他人にケガをさせた
り、他人の財物（宿泊施設の客
室・客室内動産（客室外におけ
るセイフティボックスおよび客
室のキーを含みます。）を含み
ます。）を壊したりして損害を
与え、法律上の損害賠償責任を
負った場合

損害賠償金の額をお支払いします。
※�1回の事故について、賠償責任保険
金額を限度とします。

　�また、訴訟費用、損害の発生または�
拡大を防止するために必要・有益
な費用、緊急措置に要した費用等
もお支払いできることがあります。

※�国内での事故（訴訟が国外の裁判�
所に提起された場合等を除きま
す。）に限り、示談交渉は原則とし
て東京海上日動が行います。

※�東京海上日動の直接折衝について
相手方の同意が得られない場合や
被保険者（保険の対象となる方）
に損害賠償責任がない場合、相手
方へ損害賠償請求を行う場合等に
は、東京海上日動は相手方との示
談交渉はできませんのでご注意く
ださい。

※�損害賠償責任の全部または一部を
承認するときは、あらかじめ保険
会社にご相談ください。

※�他の保険契約または共済契約から
保険金または共済金が支払われた
場合には、保険金が差し引かれる
ことがあります。

●�ご契約者または被保険者（保険の
対象となる方）の故意による損害
賠償責任

●�職務の遂行に直接起因する損害賠
償責任（仕事上の損害賠償責任）

●�受託品に対する損害賠償責任（宿
泊施設の客室に与えた損害はお支
払いの対象となります。）

●�車両（ゴルフカート、レンタカー
を含みます。）、原動機付自転車、
航空機、船舶（モーターボートを
含みます。）、銃器（空気銃を除き
ます。）の所有・使用・管理に起因
する損害賠償責任

●�同居の親族＊2および旅行行程を同
じくする親族＊2に対する損害賠償
責任

●�被保険者の心神喪失に起因する損
害賠償責任

等

＊2 6親等内の血族、配偶者＊3または3親等内の姻族をいいます。
＊3 �婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない

程度の実質を備える状態にある方を含みます（以下の要件をすべて満たすことが書面等により確認できる場合に限ります。
婚約とは異なります。）。
a.婚姻意思＊4を有すること　b.同居により夫婦同様の共同生活を送っていること

＊4 �戸籍上の性別が同一の場合は夫婦同様の関係を将来にわたり継続する意思をいいます。
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保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いしない主な場合

携 行 品 損 害
保 険 金

スポーツ・レジャー中の偶然な
事故により、携行品＊1に盗難・
破損等の損害が生じた場合
＊1 �携行品とは、現金・乗車船

券・宿泊券、衣類、カメラ
一式等、被保険者（保険の
対象となる方）が所有かつ
携行する身の回り品をいい
ます。

※�有価証券、預貯金証書、定期
券、クレジットカード、稿本、
設計書、船舶（ヨット・モー
ターボートおよびボートを含
みます。）、自動車（バイクを
含みます。）、ピッケル・アイ
ゼン等の登山用具を使用する
山岳登はん中の登山用具、コ
ンタクトレンズ、義歯、動植
物、別送品等は含まれません。

（携行品＊1 1個、1組または1対につ
いて10万円を限度とした）損害額＊2
をお支払いします。
※�乗車券等または通貨等については
合計5万円を限度とします。

＊2 �損害額は、時価額または修繕費
のいずれか低い方とします。

※�損害の発生または拡大を防止する
ために必要・有益な費用、損害賠
償請求権の保全手続費用について
も、お支払いできることがありま
す。ただし、携行品損害保険金額
が保険期間中のお支払いの限度と
なります。

※�1回の事故ごとに免責金額（自己負
担額）3,000円をご自身で負担して
いただきます。

　　�お支払いする保険金＝損害額＊2
－免責金額（自己負担額）3,000円

※��他の保険契約または共済契約から
保険金または共済金が支払われた
場合には、保険金が差し引かれる
ことがあります。

●�ご契約者、被保険者（保険の対象
となる方）または保険金受取人の
故意または重大な過失による損害

●�無免許運転、酒気帯び運転、麻薬
等を使用しての運転中に生じた事
故による損害

●�地震もしくは噴火またはこれらに
よる津波による損害

●�保険の対象が通常有する性質や性
能の欠如、自然の消耗、性質によ
る変質・変色

●�単なる外観の損傷で機能に支障を
きたさない損害

●�戦争、外国の武力行使、革命、政権
奪取、内乱、武装反乱その他これらに
類似の事変または暴動による損害＊3

●�核燃料物質の有害な特性等による損害
●携行品の�置き忘れ、紛失＊4
●�差し押え、破壊等の公権力の行使
（火災消防・避難処置はお支払いの
対象となります。）

●�ピッケル・アイゼン等の登山用具
を使用する山岳登はん、ハンググ
ライダー搭乗等を行っている間に
生じたその運動用具の損害

等
＊3 �「戦争危険等免責に関する一部修

正特約」がセットされているた
め、テロ行為による損害はお支
払いの対象となります。

＊4 �置き忘れまたは紛失後の盗難を
含みます。

救援者費用等
保 険 金

①�スポーツ・レジャー中に搭乗
している航空機や船舶が行方
不明または遭難した場合

②�被保険者（保険の対象となる
方）がピッケル・アイゼン等
の登山用具を使用する山岳登
はん中に遭難した場合

③�スポーツ・レジャー中に急激か
つ偶然な外来の事故によって
被保険者の生死が確認できな
い場合または緊急な捜索・救助
活動が必要なことが警察等の
公的機関により確認された場合

④�スポーツ・レジャー中に急
激かつ偶然な外来の事故によ
るケガのため、事故の発生の
日からその日を含めて180日
以内に死亡（事故によりただ
ちに死亡された場合を含みま
す。）または継続して14日以
上入院＊5された場合

ご契約者、被保険者（保険の対象とな
る方）または被保険者の親族＊7が負
担した下記の費用をお支払いします。
※�ただし、救援者費用等保険金額が
保険期間中のお支払いの限度とな
ります。

①捜索救助費用
②�現地への1往復分の交通費（救援者
2名分まで）

③�宿泊料（1名について14日分を限度
とし、救援者2名分まで）

④現地からの移送費用＊10
⑤現地での諸雑費（3万円まで）
＊10 �帰宅運賃のうち払戻しを受けた

金額、負担することを予定して
いた金額はこの費用の額から差
し引きます。

※�他の保険契約または共済契約から
保険金または共済金が支払われた
場合には、保険金が差し引かれる
ことがあります。

●�ご契約者、被保険者（保険の対象と
なる方）の故意または重大な過失

●�保険金受取人の故意または重大な
過失（その方が受け取るべき金額
部分）

●�けんかや自殺行為・犯罪行為によ
る事故

●�無免許運転、酒気帯び運転、麻薬
等を使用しての運転中に生じた事
故

●�地震もしくは噴火またはこれらに
よる津波による事故

●�ピッケル・アイゼン等の登山用具を
使用する山岳登はん、職務以外での
航空機操縦、ボブスレー、スカイダ
イビング、ハンググライダー搭乗等
の危険な運動中の事故

●�自動車等の乗用具を用いて競技・
試運転・競技場でのフリー走行等
を行っている間の事故

等

＊5 自宅等での治療＊6が困難なため、病院または診療所に入り、常に医師の管理下において治療に専念することをいいます。
＊6 被保険者（保険の対象となる方）以外の医師が必要であると認め、被保険者以外の医師が行う治療をいいます。
＊7 6親等内の血族、配偶者＊8または3親等内の姻族をいいます。
＊8 �婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない

程度の実質を備える状態にある方を含みます（以下の要件をすべて満たすことが書面等により確認できる場合に限ります。
婚約とは異なります。）。
a.婚姻意思＊9を有すること　b.同居により夫婦同様の共同生活を送っていること

＊9 �戸籍上の性別が同一の場合は、夫婦同様の関係を将来にわたり継続する意思をいいます。
●�「スポーツ・レジャー中」とは日本国内において、旅行の目的をもって住居を出発してから住居に帰着するまでの「旅行行程
中」をいいます。なお、住居とは一戸建住宅の場合はその敷地内、集合住宅の場合は被保険者（保険の対象となる方）が居住
している戸室内をいいます。
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